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十
中
議
員 

県
と
県
内
の
市
町
が
一

緒
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
県

立
競
技
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
施
設
を
提
案
し

た
相
手
国
か
ら
は
、
老
朽
化
し
た
施
設

の
改
善
、
国
際
基
準
に
合
っ
た
設
備
の

設
置
、
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

県
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
や
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
、
将
来
の
活
用

の
見
込
み
等
を
踏
ま
え
、
施
設
改
修
等

の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

板
橋
議
員 

国
の
、
公
道
に
お
け
る

自
動
運
転
車
の
実
証
実
験
が
み
や
ま
市

で
行
わ
れ
る
。
同
市
と
も
連
携
し
自
動

運
転
技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
関
連
企

業
誘
致
な
ど
を
進
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　

み
や
ま
市
と
連
携
し
、
全
国
で
も

数
少
な
い
公
道
で
の
実
証
実
験
の
実
績

な
ど
を
技
術
開
発
に
取
り
組
む
企
業
な

ど
に
ア
ピ
ー
ル
し
、誘
致
に
取
り
組
む
。

自
動
車
電
子
電
装
分
野
へ
の
参
入
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
地
元
企
業

の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
取
り
組
み
、
自

動
運
転
技
術
に
欠
か
せ
な
い
こ
の
分
野

へ
の
地
元
企
業
の
参
入
を
促
進
す
る
。

中
牟
田
議
員 

九
州
北
部
豪
雨
災
害

で
の
課
題
の
一
つ
に
防
災
無
線
な
ど
に

よ
る
避
難
の
呼
び
掛
け
が
聞
こ
え
な
い

と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
都
市
部
で
の

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
方
策
は
。

Ａ　

都
市
部
は
携
帯
電
話
の
通
話
可
能

エ
リ
ア
や
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
な
ど
の
通
信
環

境
が
充
実
し
て
お
り
、
防
災
メ
ー
ル
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

情
報
伝
達
が
効
果
的
。「
福
岡
県
防
災
・

行
政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
再

整
備
で
は
、
市
町
村
の
防
災
情
報
を
幅

広
い
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
迅
速
に
伝
達
で

き
る
「
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
」
を
導
入
す
る
。

西
元
議
員 

県
教
委
の
「
子
ど
も
の

読
書
活
動
充
実
事
業
」
に
つ
い
て
。

Ａ　

小
学
生
の
家
庭
で
の
読
書
を
推
進

す
る
「
う
ち
ど
く
」
は
平
成
27
年
度
の

22
市
町
村
か
ら
28
年
度
は
36
市
町
村
へ

広
が
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
本

へ
の
興
味
関
心
の
高
ま
り
や
家
族
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
ま
り
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。「
中
学
生
読
書
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」
は
27
、
28
年

度
と
も
10
市
町
が
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
に
よ
り
校
内
の
読
書
環
境
が
充
実
し

た
と
回
答
し
た
学
校
は
84
％
だ
っ
た
。

浦
議
員 

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
下
部
リ

ー
グ
に
所
属
し
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
参
入
を

目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
県
内
に
７

つ
あ
る
。
ど
う
支
援
す
る
か
。

Ａ　

参
入
を
果
た
す
に
は
、
練
習
会
場

や
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
行
う
メ
イ
ン
会
場

の
確
保
な
ど
、
地
元
市
町
村
の
協
力
が

必
要
。
県
は
地
元
市
町
村
に
協
力
を
働

き
掛
け
、
各
チ
ー
ム
に
も
地
域
行
事
へ

の
参
加
を
促
す
な
ど
協
力
関
係
を
築

く
。
所
属
選
手
を
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
に
派
遣
し
て
も
ら
い
、
チ
ー
ム
の

知
名
度
向
上
に
つ
な
げ
、
競
技
の
普
及

や
強
化
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努

め
る
。

岳
議
員 

大
濠
公
園
日
本
庭
園
の
活

用
と
西
公
園
の
改
善
に
つ
い
て
。

Ａ　

大
濠
公
園
の
日
本
庭
園
や
茶
室
は

著
名
な
人
の
設
計
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
）
の
観
光

資
源
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
。
日

本
庭
園
の
魅
力
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
拡
充
、
外
国
人
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
、
魅
力
向
上

に
努
め
る
。
西
公
園
は
昨
年
度
か
ら
眺

望
確
保
の
た
め
樹
木
の
整
理
を
し
て
い

る
。
今
後
、
照
明
灯
周
り
の
樹
木
の
伐

採
、
剪せ

ん

定て
い

も
併
せ
て
進
め
、
必
要
な
明

る
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
調
査
す

る
。渡

辺
議
員 

教
員
負
担
軽
減
と
指
導

体
制
の
充
実
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
を
配
置
し
て
い
る

中
学
校
区
で
は
、
専
門
性
を
生
か
し
た

指
導
助
言
や
警
察
等
と
の
連
携
強
化
で

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
が
減
少
し
、
県

立
高
校
で
も
生
徒
へ
の
支
援
と
教
育
活

動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
業
務
に
関
す
る
教
員
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
て
い
る
。
教
員
が
子
ど
も
た
ち
へ

の
指
導
等
に
、よ
り
注
力
で
き
る
よ
う
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
効
果
的
な
配
置
や
活

用
に
努
め
、
全
県
的
に
指
導
上
の
課
題

等
を
抱
え
る
学
校
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
。川

端
議
員 

九
州
北
部
豪
雨
の
避
難

行
動
の
実
態
は
。
避
難
指
示
等
の
発
令

の
在
り
方
に
も
課
題
が
あ
る
。

Ａ　

７
月
６
日
12
時
の
時
点
で
は
、
県

内
14
市
町
村
で
避
難
指
示
が
39
万
９
千

人
余
、
避
難
勧
告
が
４
万
６
千
人
余
、

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
が

15
万
６
千
人
余
に
発
令
さ
れ
た
。
実

際
に
避
難
所
へ
避
難
し
た
人
は
合
計

１
６
５
２
人
だ
っ
た
。
国
と
と
も
に
現

地
の
状
況
、
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
現
場
の
実
態
を

踏
ま
え
、
発
令
の
在
り
方
に
関
し
て
さ

ら
な
る
工
夫
に
つ
い
て
も
国
に
伝
え
て

い
き
た
い
。

桐
明
議
員 

今
後
を
担
う
若
者
へ
の

支
援
も
大
切
だ
が
、
今
を
担
っ
て
い
る

高
齢
者
に
も
支
援
が
必
要
。
高
齢
者
が

活
躍
で
き
る
県
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組

む
か
。

Ａ　

福
岡
県
総
合
計
画
で
は
、
70
歳
現

役
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。「
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
進
路
決
定
者
数
」
を
指
標
と

し
て
、
平
成
33
年
度
ま
で
の
累
計
で

１
万
３
千
人
の
達
成
を
目
標
値
に
設

定
。
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
を
さ
ら
に
高

め
、
利
用
実
績
を
増
や
す
と
と
も
に
、

官
民
一
体
で
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
広

げ
、
70
歳
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
。

阿
部
議
員 

「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
遠
方
か
ら
の
観

光
客
に
対
応
し
た
道
路
整
備
が
必
要

だ
。

Ａ　

高
速
道
路
を
利
用
し
た
遠
方
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
た

め
、
九
州
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
世
界
遺
産
の
構
成
施
設
へ
ア

ク
セ
ス
す
る
道
路
の
整
備
が
重
要
で
あ

る
。
九
州
自
動
車
道
の
若
宮
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
や
筑
豊
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
強
化
を
目
的
に
、
県
道
飯
塚
福
間
線

の
見
坂
ト
ン
ネ
ル
を
来
年
春
の
供
用
開

始
に
向
け
て
整
備
し
て
い
る
。

小
河
議
員 

米
国
へ
の
柿
の
輸
出
解

禁
に
向
け
た
国
の
動
き
と
今
後
の
県
の

対
応
は
。

Ａ　

日
米
両
国
の
協
議
が
調
い
、
本
年

10
月
に
柿
の
輸
出
が
解
禁
さ
れ
る
。
主

な
検
疫
条
件
は
、
植
物
防
疫
所
に
よ
る

生
産
園
地
お
よ
び
選
果
こ
ん
包
施
設
の

登
録
、
適
切
な
病
害
虫
防
除
や
栽
培
管

理
の
実
施
、
園
地
検
査
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
登
録
手
続

き
や
検
査
の
時
期
、
期
間
な
ど
は
、
来

年
３
月
ご
ろ
国
か
ら
各
県
に
説
明
会
が

開
か
れ
る
。
県
は
生
産
者
や
農
協
と
協

議
し
な
が
ら
、
輸
出
に
向
け
た
園
地
の

選
定
な
ど
を
進
め
る
。

吉
武
議
員 

県
教
委
は
世
界
文
化
遺

産
「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と

関
連
遺
産
群
」
の
保
存
・
活
用
に
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
か
。

Ａ　

今
後
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
予
定

の
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
保
存
活
用
協
議
会
（
仮
称
）

に
参
画
し
、
沖
ノ
島
や
宗
像
大
社
、
新し

ん

原ば
る

・
奴ぬ

山や
ま

古
墳
群
な
ど
の
文
化
財
の
価

値
が
確
実
に
保
存
・
継
承
さ
れ
、
適
切

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
学
術
的
な
調
査

研
究
や
史
跡
の
景
観
の
維
持
、
建
造
物

の
保
存
修
理
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
地

元
の
宗
像
市
、
福
津
市
に
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

林
議
員 

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て
。

Ａ　

農
業
者
の
経
営
再
開
の
た
め
無
利

子
融
資
制
度
を
創
設
す
る
ほ
か
、
農
業

用
機
械
や
ハ
ウ
ス
施
設
の
再
取
得
・
修

繕
な
ど
の
経
費
を
支
援
。
山
地
災
害
へ

の
対
応
で
は
、
流
木
捕
捉
に
一
定
の
効

果
が
見
ら
れ
た
透
過
型
治
山
ダ
ム
を
従

来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
と
組
み
合
わ

せ
て
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
進
め

る
。
た
め
池
は
国
の
災
害
復
旧
事
業
を

活
用
し
、
順
次
、
復
旧
す
る
。
堤て

い

体た
い

の

決
壊
・
流
出
被
害
が
発
生
し
た
た
め
池

は
、
水
位
調
整
を
行
う
洪
水
吐ば

き

の
改
良

を
含
め
検
討
を
進
め
る
。

古
川
議
員 

今
回
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
は
、
広
範
な
山
腹
崩
壊
で
流
出
し

た
大
量
の
流
木
と
土
砂
が
被
害
を
増
大

さ
せ
た
特
異
な
ケ
ー
ス
。
気
候
変
動
で

今
後
同
様
の
災
害
は
何
処
で
で
も
起
こ

り
得
る
。
従
来
の
山
林
再
生
、
保
全
対

策
で
十
分
な
の
か
検
討
を
急
ぐ
と
共

に
、
治
山
ダ
ム
等
の
災
害
対
策
が
急
務

だ
。

Ａ　

森
林
環
境
税
を
投
入
し
山
林
再
生

事
業
を
し
た
所
で
も
今
回
山
崩
れ
が
発

生
し
た
こ
と
を
重
視
し
、
林
野
庁
と
も

協
力
し
て
早
急
に
調
査
検
討
を
進
め

る
。
又
、
治
山
・
砂
防
ダ
ム
の
整
備
や

情
報
発
信
な
ど
総
合
的
な
防
災
対
策
を

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自民党
県議団
自民党
県議団

渡辺 勝将
（筑紫郡）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

中牟田 伸二
（春日市）

桐明 和久
（八女市・八女郡）

　　 　　 　　板橋 　聡
（みやま市）

十中 　大雅
（久留米市）

浦 伊三夫
（糸島市）

岳　 康宏
（福岡市中央区）

川端 耕一
（北九州市門司区）

阿部 弘樹
（福津市）

古川 　忠
（福岡市早良区）

真政会真政会

緑友会緑友会

林 　裕二
（朝倉市・朝倉郡）

吉武 邦彦
（宗像市）

小河 誠嗣
（うきは市）


